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生協 04 発第 41 号 

令和 4 年 9 月 21 日 

お得意様各位 

玉川生コンクリート協同組合 

理事長 宍戸 啓昭 

 

拝啓 猛暑の候貴社いよいよご隆盛のこととお慶び申し上げます。また、平素は弊協組運営に

格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。                        さて、 

残コン有償化について(お願い) 

2014 年 4 月に戻りコンの有償化制度を導入し、以来、持ち帰りコン(戻りコン+残コン)の削減を

目指し、需要家並びに登録販売店のご理解を賜り、活動を展開してまいりましたが、残念ながら

大幅な低減には繋がっておりません。また、この間、産業廃棄物処理場の処理能力は限界に近

づき、受け入れ制限の観点からも処理費は高騰を続けております。 

需要家におかれては、主要建設資材の製造に伴う CO2 排出量の削減に向けた取組みを精

力的に進めておられますが、生コンクリート業界として実施できる対策のひとつとして、持ち帰り

コンの削減に努めて参りたいと思います。 

ついては、持ち帰りコンの削減に向けた抑止力の観点から、戻リコンと同様に残コンの有償化

を下記のとおり導入することと致したく、事情ご賢察のうえ、ご理解ご了承を賜りますようお願い

申し上げます。 

年度別発生量推移         
           
      年度 

量(m3） 
H29 H30 R01 R02 R03 

 

 大型出荷数量 517,076.65 631,560.95 565,007.80 651,021.05 511,549.23  

 小型出荷数量 100,356.55 57,044.75 56,456.75 49,907.70 69,570.00  

 合計出荷数量 617,433.20 688,605.70 621,464.55 700,928.75 581,119.23  

 戻りコン 1,796.75(0.35) 3,153.50(0.50) 3,085.25(0.55) 3,222.85(0.50) 3,022.65(0.59) 

 残コン 7,257.67(1.40) 6,123.96(0.97) 5,678.56(1.01) 6,611.08(1.02) 6,118.44(1.20) 

 ﾎﾟﾝﾌﾟ戻し等 4,834.17(0.93) 5,125.85(0.81) 4,125.60(0.73) 4,645.13(0.71) 4,183.01(0.82) 

 全発生量 13,888.59(2.69) 14,403.31(2.28) 12,889.41(2.28) 14,479.06(2.22) 13,324.10(2.60) 

  （ ）内は当該年出荷比％         

敬具 
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記 

 
1. 導入時期 

令和 4 年 11 月 1 日 

但し令和 4 年 11 月 1 日から令和 5 年 3 月 31 日までは制度の周知期間とし取消料の徴収

は令和 5 年 4 月 1 日以降の出荷ベースで施行します。 

2. 有償化内容 

（１） 残コンの定義 アジテータ車から一部荷卸し後、持ち帰る生コンクリート 

（２） 取扱い形態  出荷ベース令和 5 年 4 月 1 日出荷分からとします。 

（３） 有償料金  残コン 1 ㎥あたり「取消料 10,000 円」とします。 

         需要家のご負担額は、「商品代相当額+取消料 10,000 円/㎥」となります。 

（４） 契約を取消した生コンの確認方法及び伝票サイン 

① 現場担当者立ち合いの下、運転手による目視確認をします。 

② 「残コン・戻リコン確認書シール」を納入伝票(納品書、受領書)の裏面に貼付し、「残コ

ン・戻りコン残数量確認シート」を参考にして目視確認を行う。残コン・戻りコン確認書シ

ールに記載している「全量・4・3・2・1」の内から該当する数量を〇で囲み、現場担当者

から確認のサインを頂く。(各数字の中間の量と判断した場合は少ない方の数字を選

ぶ。) 

③ 戻リコンの場合は、「全量」となります。 

以上 


